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研究成果の概要（和文）：　複数大学で一般的な学生を対象に，発達障害のスクリーニングである質問紙調査を
実施した．質問紙にはAQ-J（Autism-Spectrum Quotient Japanese version）を中心に3種類を採用した．調査結
果を発達障害学生のデータと比較し，カットオフ値を検討したところ，先行研究とは異なる結果であった．同様
に複数大学の協力を得て一般的な大学生を対象に認知機能検査であるWAIS-Ⅲ（Wechsler Adult Intelligence 
Scale 3rd）を実施した．この結果を，修学支援や就労支援を受けた発達障害学生と比較したところ，両者のプ
ロフィールが異なることが示された．

研究成果の概要（英文）：We performed multicenter study that administered the three different 
screening tools including the AQ-J (Autism-Spectrum Quotient Japanese version) for 
neurodevelopmental disorders to students in several universities. The cut-off point we sought to 
determine from this survey was different from previous reported. And the case series study revealed 
the difference between the students with neurodevelopmental disorders who used learning and 
employment supports and other general students about the results of WAIS-Ⅲ（Wechsler Adult 
Intelligence Scale 3rd）.

研究分野： 発達障害
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
最近とみに，自閉スペクトラム症（Autism 

Spectrum Disorder: ASD），注意欠如・多動
性障害（Attention Deficit / Hyperactivity 
Disorder: ADHD）,特異的学習障害(Specific 
Learning Disorders: SLD)などの発達障害を
持つ大学生が注目されている(苗村育郎 他. 
平成 24年全国大学保健管理協会 東北地方部
会 2012）.高等教育機関においてこれらの発
達障害が問題視され始めたのは，第一に人間
関係の問題，修学上のトラブル，進路や就職
の問題など，多岐に渡る領域で従来の学生支
援の技術では解消されない問題が多数発生
しているからであり(苗村育郎 他. 第 34 回
全国大学メンタルヘルス研究会 2012)，第二
には，それらの障害を持つ学生の人数が急速
に増えてきているからという事情がある（苗
村育郎 他. CAMPUS HEALTH 47(2),2010)．そ
して第三には，彼らの中退あるいは卒業後の
社会生活が，就労困難をはじめとして，きわ
めて困難なものとなるからである（苗村育郎 
他. CAMPUS HEALTH 46(2),2009）． 
現状では，発達障害に関する理解や受容が

不充分なこともあり，高等教育機関としてど
のような対応が適切なのかという戸惑いが
大きい．腫れ物に触るような過剰な支援を余
儀なくされたり，学生からのニーズ自体を把
握していない場合もあるなど，特に限られた
資源の中で，各教育機関がどの程度の人的・
物的コストをかければ良いのかについても
模索が続けられている． 
 他方，高等教育機関での修学について，発
達障害者支援法，改正教育基本法，改正障害
者基本法，研究開始当初は行われてなかった
国連障害者権利条約への批准，障害者差別解
消法の施行など，発達障害学生への支援に関
する法的根拠が積み上げられてきた． 
 さて，我が国では，日本学生支援機構が発
達障害を含む障害学生数の悉皆調査を行っ
ており，大学，短期大学，高等専門学校に在
籍する全学生（約 320 万人）のうち，発達障
害学生の認知数は H18 年度から H28 年度ま
でで約 53 倍（127 名から 6,775 名）と報告
されている．この調査からは認知された発達
障害学生は約 0.2%と見積もることが出来る． 
 ただし，海外を含む学術的な疫学調査で
は，DSM の ADHD の診断項目に合致する学生
だけでも 4-8%(Wolf L.E. et al. Current 
Psychiatry Reports. 2009)，自閉スペクト
ラム症の自記式スクリーニングテストにて
カ ッ ト オ フ 値 を 上 回 る 学 生 は
1.9-3.6%(Wakabayashi et al. J of Autism 
Developmental Disord 2006)，SLD につい
ては 1%未満とする報告や 5%以上とする報
告があり，調査対象によって多少のばらつ
きはある（Spark R.L. Journal of Learning 
Disabilities. 2009）．海外の報告では，
少なくとも本邦の調査と比較すると 10 倍
以上多い数値が示されている．これは診断
基準と調査方法が大きく異なるからだと推

測されるが，多くの専門家は本邦の障害者
把握が不十分であることの証左だと考えて
おり，大きな課題となっている． 
 
２．研究の目的 
(1)ASD，ADHD など代表的な発達障害のスクリ
ーニング陽性の学生数を明らかにする．日
本国内の国立大学法人に協力を依頼し，在
籍学生に発達障害に関する自記式質問紙に
記入をしてもらう．海外の先行研究と比較
しやすいように，スクリーニングに用いる
評価尺度は既存のものを利用する．最終的
には本邦に在籍する発達障害学生の在籍率
の推定を目指す． 

(2)認知機能の障害がある発達障害学生の実
態調査を行う．ASD や ADHD などの代表的な
発達障害の診断カテゴリーに加えて，記憶
や実行機能，空間認知などの認知機能によ
る分類で調査を行い，修学や就労支援に際
しての重要ポイントを明らかにする． 

 
３．研究の方法 
(1)倫理的配慮を行った上で，発達障害のス
クリーニング目的で活用されている自記式
質問紙を協力大学（国立大学5校）に依頼し，
学生健診や授業などの機会に在籍学生に配
布した． 
①ASD については AQ-J（Autism Spectrum 
Quotient Japanese version），②ADHD につて
は ASRSv1.1（Adult ADHD Self Report Scale 
version 1.1）を採用した．③これに加えて
ASD 学生のスクリーニング目的で新しい質問
紙を作成した．大学生活に関係の深い項目
（「レポートなどで自分の考えや意見を求め
られると困ってしまう．考えが浮かばない．」
「テストへの対策として，学生同士でよく情
報を交換している．」等），他者からの評価に
関する項目（「“空気が読めない人”“KY な人”
“天然な人”などと言われたことがある．」
等）を含み全 25 問で構成されている．AQ-J
に倣って 4件法で評価し，陽性項目には 1点
を，それ以外には 0点を与える． 
 回収された質問紙は欠損値などを除外し
て統計解析に供した．解析には t 検定， 2

検定，Pearson の相関係数，ROC 曲線，alpha
係数の算出など，それぞれを目的に応じて用
いた．統計ソフトはMicrosoft Exel, IBM SPSS 
Statistics v22 を用いた（以下同様）． 
 
(2)倫理的配慮を行った上で，4大学の健常ボ
ランティア学生を対象に，最も一般的な認知
機能検査である WAIS-Ⅲ（Wechsler Adult 
Intelligence Scale 3rd）を実施した．その
結果の解析に加え，既に ASD の診断が確定し
ている学生のデータと比較して，修学支援や
就労支援の有無によるプロフィールの違い
を検討した． 
 欠損値は再調査によって確認し，各インデ
ックスを従属変数とした一要因分散分析に
より有意差を検定した． 



４．研究成果 
(1)質問紙調査 
① AQ-J 
 今回得られた2,877件のうち欠損値等を除
いた 2,342 件を解析に供した． 
(a-1)AQ-J のカットオフ値は先行研究によれ
ば 33 点とされている．本調査の平均値は
20.1（標準偏差 7.1，以下同様）であり，
33 点以上の者は母集団の 3.1%であった．男
性の平均は 20.7（7.1）,女性は 18.7(7.1)
であり，有意な差が認められた（t=6.225, 
df=2,340, p=0.00）． 

(b-1)28 問から構成される短縮版（AQ-Short）
では，平均 11.7（4.8）であり，推奨されて
いるカットオフ値 16（Hoekstra RA et al. J 
Autism Dev Disord.2011)を越える者は 16.8%
に及んだ．男性の平均は 12.1（4.7),女性は
10.9（4.9）であり，有意な差が認められた
（t=5.326, df=2,340, p=0.00）． 
(c-1)10 問から構成される短縮版（AQ-10）で
は，平均 4.0（1.9）であり，推奨されるカ
ットオフ値 6（同上）を越える者は 11.6%
に及んだ． 

 
 次に，DSM-5 の診断基準に合致する ASD 学
生 89 名のデータを追加してカットオフ値の
推定を行った． 
(a-2)AQ-J では ASD 群の平均 33.0（6.4）で
あり，ROC 曲線を用いた解析（AUC=0.906）
では，カットオフ値，感度，特異度は下記
のように 25 あるいは 26 が適切な可能性が
示された． 

 
(b-2)AQ-Short では，ASD 群の平均は 19.4
（4.1）であり，ROC 曲線を用いた解析
（AUC=0.881）では，カットオフ値，感度，
特異度は下記のように 15 あるいは 16 が適
切な可能性が示された． 

 
(c-2)AQ-10 では，ASD 群の平均は 7.7（1.8）
であり，ROC 曲線を用いた解析（AUC=0.902）
では，カットオフ値，感度，特異度は下記
のように 5 あるいは 6 が適切な可能性が示
された． 

 上記の結果から，AQ のシリーズを ASD の 1
次スクリーニングとして用いるには，感度と
特異度からは AQ-10 が優位だが，カットオフ
値を 6と設定しても対象は母集団の 11%を越
えることになり現実的ではないことが示唆
された．また，疾患群の診断が DSM-5 に準拠
しているが，ADOS-2（Autism Diagnostic 
Observation Schedule Second Edition）や
ADI-R（Autism Diagnostic 
Interview-Revised）等のより厳密な評価が
出来ていないことも課題として残った． 
 しかし，既存のカットオフ値を採用したス
クリーニング陽性者の割合は 3.1％であるこ
と は 明 ら か に な っ た ． H18 年 の 報 告
(Wakabayashi et al. J of Autism 
Developmental Disord 2006)では 1.9-3.6%
とされているが，これらと比較しても増加し
ていなかった． 
 
② ASRSv1.1 
 今回得られた2,877件のうち欠損値を除い
た 2,120件を解析に供した．ASRSv1.1 のカッ
トオフ値は 4点とされている． 
 本調査の平均値は 2.1（標準偏差 1.5）で
あり，4点以上となる者は 17.8%であり非常
に多い値であった．ADHD の 1次スクリーニ
ングとして本質問紙をカットオフ値 4とし
て活用するのはやや困難と考えられた． 
 
③ 本研究班で新しく作成した質問紙 
 調査で得られた 2,877 件のデータから，欠
損値などのため 468 件が除外され，2,409 を
解析に供した． 
 内 的 整 合 性 は 高 く （ Cronbach’s 
alpha=0.775），平均 10.8 点（標準偏差 4.9）
で単峰性の得点分布を示し，平均得点の男女
差 も 有 意 だ っ た （ t=4.217, df=2,407, 
p=0.00）．AQ-J 得点との相関が高く（Pearson 
の相関係数=0.612，1%水準で有意(両側)），
ASRSv1.1 と の 相 関 は 比 較 的 低 か っ た
（Pearson の相関係数=0.366，1%水準で有意
(両側)）．そのため ASD 学生の検出には有用
であると考えられた． 
 ただし，AQ-J 同様に診断根拠が DSM-5 のみ
であり，直ちに 1次スクリーニングとしての
有効性を検討することは出来なかった． 
 
(2)WAIS-Ⅲの解析 
A.国立大学の健常ボランティア学生 

 4 大学から 88 件（年齢 22.1±3.1 歳）の
WAIS-Ⅲ結果を得た．全検査 IQ の平均は 120
を越える高い知能を有していた．言語性 IQ
が動作性 IQ より有意に高く（一要因分散分
析，p=0.00），群指数では言語理解＞作動記



憶＞知覚統合＝処理速度という構成だった
（p=0.00）．ディスクレパンシー分析では各
群指数の差は大きく 10.8 から 19.8 に及んだ．
WAIS-Ⅲの標準化の際に用いられた母集団に
て有意差 0.05 となる群指数の差は，本研究
の対象者では各組合せで 29.5~67%の割合で
存在した．つまり，所謂凸凹のプロフィール
が健常ボランティアでも認められた． 
 一般に，発達障害の診断時に WAIS-Ⅲのプ
ロフィールで凸凹が認められることを参考
にする場合があるが，国立大学に在籍する高
知能の学生を対象にする場合は，その評価は
慎重にすべきであると考えられた． 
 
B.健常学生と支援を受けている ASD 学生 
 単一大学に在籍する健常ボランティア学
生（33 名）と，支援を受けている ASD 学生（修
学支援のみ 31 名，就労支援のみ 42 名，両支
援 13 名）の WAIS-Ⅲの結果を比較した．二要
因分散分析を用い，多重比較は Bonferroni
による調整を行った． 
 修学支援を受けた ASD 学生との比較では，
動作性 IQ と作動記憶，処理速度で有意差が
認められた（下図（赤）参照）．同様に就労
支援を受けた ASD 学生との比較では，動作性
IQ と処理速度で有意差が認められた（下図
（緑）参照）． 

 
 いずれの支援を受けた学生も処理速度が
低い値であった．単純作業のスピード，正確
さと効率のバランス，マイペースであること
等が低い値の要因として推測可能である．大
学在学中の様々な課題を効率良く処理出来
ない場合は，何らかの支援が必要になるかも
しれない． 
 
(3)その他 

 症例調査中に教育的な事例を認めたため
症例報告を行った． 
①精神療法的なアプローチが有効であった
事例．ASD の性質がありながら精神療法的
アプローチによって信頼できる他者との関
係を少しずつ築くようになり，修学支援や
就労支援が展開した経過を報告した． 

②発達障害に特徴的な認知機能の凸凹が，偶
然見つかった ACTH 単独欠損症の治療によ
り正常化した事例．WAIS-Ⅲなどの心理検査
の改善を含めて報告した． 

③ADHDの治療薬であるAtomoxetineにより精
巣痛を呈した事例．容量依存性に疼痛が増
悪し，α1 受容体阻害作用のある泌尿器科
薬で軽減した．既報がないため報告した． 
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